
酪農をテーマに吉本興業が撮影
計根別の魅力を映画で

　計根別地区を舞台にした吉本興業の地域発信型映画『トップをねらえ！』の撮影が10月17日～
20日に行われ約400人の地元住民がエキストラや裏方として協力しました。
　地域発信型映画は地方の街の魅力を全国に伝える目的で吉本興業が制作するもので、今回は計根
別地域活性化事業実行委員会を設立し普段伝える機会のない酪農の姿を、多くの人に知ってもらお
うとJA計根別青年部が中心となり企画しました。
　完成すれば約35分の映画で来年３月の『第６回沖縄国際映画祭』に出品する予定です。内容に
ついては見てのお楽しみ……!!
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毎
年
恒
例
と
な
っ
た
Ｊ
Ａ
け
ね
べ
つ
秋
の
大
収
穫
祭
が
今
年
度
も
計
根
別
地
域
交
流
会

（
計
根
別
地
域
総
合
振
興
対
策
協
議
会
主
催
）
と
同
時
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
台
風

の
影
響
に
よ
り
生
憎
の
雨
で
開
催
場
所
を
Ｊ
Ａ
計
根
別
躍
進
グ
リ
ー
ン
広
場
か
ら
急
遽
Ｊ
Ａ

駐
車
場
に
移
し
何
と
か
開
催
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
悪
天
候
に
も
関
わ
ら
ず
組
合
員
や
地
域

住
民
が
沢
山
訪
れ
盛
大
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

先
ず
は
西
塚
組
合
長
が
冒
頭
の
挨
拶
を
し
、
ふ
ぁ
ー
ま
っ
く
倉
庫
に
て
『
玉
ね
ぎ
・
じ
ゃ

が
い
も
』
の
詰
め
放
題
や
タ
イ
ム
サ
ー
ビ
ス
『
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
』『
竹
ホ
ー
キ
』
販

売
を
同
じ
く
ふ
ぁ
ー
ま
っ
く
倉
庫
に
て
行
い
狭
い
倉
庫
に
長
蛇
の
列
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
青
年
部
で
は
雨
に
も
関
わ
ら
ず
『
ジ
ャ
ン
ボ
ハ
ン
バ
ー
グ
』
女
性
部
で
は
『
ミ
ル

ク
プ
リ
ン
』
の
試
食
と
『
お
に
ぎ
り
』『
う
ど
ん
』
又
は
地
元
産
の
『
秀
峰
そ
ば
』
の
セ
ッ

ト
販
売
を
し
ま
し
た
。
和
牛
生
産
振
興
会
で
は
和
牛
肉
と
和
牛
ハ
ン
バ
ー
グ
を
販
売
、
更
に

中
標
津
農
業
高
校
は
乳
肉
製
品
の
即
売
を
し
て
収
穫
祭
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。
尚
、

ゲ
ー
ム
大
会
は
残
念
な
が
ら
中
止
と
致
し
ま
し
た
。

　

地
域
交
流
会
で
は
昨
年
同
様
、
焼
肉
を
格
安
で
販
売
し
地
域
住
民
が
交
流
を
深
め
な
が
ら

秋
の
味
覚
を
堪
能
し
ま
し
た
。

秋の 大収穫祭＆

計根別地域交流会

西塚組合長の挨拶

玉
ね
ぎ
・
じ
ゃ
が
い
も
詰
め
放
題

農高生の乳肉製品の即売

ＪＡ岩見沢　遠方より米の販売

青年部による
ジャンボハンバーグ

信
連
の
小
林
君
も
お
手
伝
い

乳
製
品
を
沢
山
食
べ
て

大
き
く
な
る
ん
だ
よ
!!

フ
ォ
ー
ク
ボ
ー
ル
は

こ
の
様
に
投
げ
ま
す
！

カッパ隊　吉田です！！

蛎崎課長ナイス　チョット？？？
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10月
26
日㈯

平成25年度

JAけねべつ 秋の

雨にも関わらず大勢のお客さん

ハンドパワーでジュースにします！！

須崎部長・深見課長息がピッタリ
タイムサービス　トイレットペーパー

タイムサービス　竹ホーキ

和牛生産振興会　肉・ハンバーグ販売

女性部　ミルクプリンの試食

地
域
交
流
会

遠くを見つめる相澤親さん

ビンゴゲーム
熊谷課長に群がる子供たち

吉
田
明
浩
君
当
た
り
ま
し
た

タンフウフさん（中国人実習生）

皆
さ
ん
当
た
り
ま
し
た

収
穫
祭
の
還
元
抽
選
会

温泉旅行券は深瀬満義さん

高橋圭子さん
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昭
和
二
十
二
年
十
一
月
十
九
日
に
農
業
協
同
組
合
法

（
農
協
法
）
が
制
定
さ
れ
、
今
年
で
六
十
六
年
目
を
迎

え
ま
し
た
。

　

戦
後
の
混
乱
期
に
食
料
確
保
の
必
要
性
と
あ
わ
せ
て

農
民
の
自
主
的
立
場
を
確
保
す
る
た
め
、
農
村
の
民
主

化
が
最
重
要
課
題
で
あ
っ
た
時
代
背
景
の
中
で
、
農
協

法
が
施
行
さ
れ
る
と
と
も
に
農
協
が
設
立
し
ま
し
た
。

　

農
協
は「
農
民
の
農
民
に
よ
る
農
民
の
た
め
の
組
織
」

で
、
相
互
扶
助
の
精
神
が
脈
々
と
受
け
継
が
れ
、
農
協

を
拠
り
所
と
し
て
こ
れ
ま
で
幾
多
の
困
難
な
環
境
変
化

を
乗
り
越
え
る
と
と
も
に
、
組
合
員
の
経
営
と
生
活
の

安
定
並
び
に
よ
り
良
い
地
域
社
会
を
築
く
こ
と
を
め
ざ

し
て
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

農
協
法
は
、
時
代
の
変
化
に
即
し
て
必
要
な
改
正
が

な
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
農
協
事
業
・
組
織
運
営
の
基

本
法
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
極
め
て
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

農
協
法
公
布
記
念
日
を
契
機
に
、
農
協
の
社
会
的
意

義
と
役
割
に
つ
い
て
改
め
て
組
合
員
・
役
職
員
が
心
に

刻
み
、
共
通
認
識
を
深
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
世
界
的
に
食
料
・
環
境
問
題
や
社
会
・
経
済

を
め
ぐ
る
多
く
の
情
勢
変
化
が
起
き
て
お
り
、
そ
れ
に

伴
い
、
農
業
や
Ｊ
Ａ
を
と
り
ま
く
環
境
も
影
響
を
受
け

て
お
り
ま
す
。

　

直
近
で
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
問
題
や
農
業
・
農
協
等
の

規
制
改
革
の
動
き
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す

が
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
規
制
改
革
は
表
裏
一
体
の
課
題
で
あ
り
、

改
め
て
農
業
・
Ｊ
Ａ
の
位
置
づ
け
並
び
に
役
割
の
重
要

性
に
つ
い
て
、
国
民
各
層
の
理
解
を
得
る
努
力
を
行
い

な
が
ら
、
地
域
農
業
・
地
域
社
会
の
安
定
的
発
展
に
つ

な
が
る
取
組
み
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

と
り
わ
け
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
つ
い
て
は
、
我
々
の
声

に
理
解
を
示
さ
ず
半
ば
強
引
に
交
渉
参
加
が
な
さ
れ
る

と
と
も
に
、
情
報
開
示
が
極
め
て
不
十
分
な
中
、
国
民

不
在
の
も
と
で
協
議
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
が
聖
域
な
き
関
税
撤
廃
の
み
な
ら
ず
、
ル
ー
ル
改

正
や
規
制
撤
廃
を
同
時
に
進
め
る
危
険
な
協
定
で
あ
る

と
の
認
識
に
立
ち
、
国
会
決
議
や
自
民
党
決
議
の
遵
守

を
強
く
求
め
て
い
く
と
と
も
に
、
不
可
能
で
あ
る
場
合

は
、
直
ち
に
交
渉
か
ら
脱
退
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

併
せ
て
、
わ
た
し
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
国
民
生
活
全

体
に
大
き
く
影
響
す
る
交
渉
で
あ
る
こ
と
を
各
方
面
に

広
く
訴
え
、
理
解
を
喚
起
す
る
活
動
を
粘
り
強
く
展
開

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
は
、
昨
年
開
催
し
た
第

二
十
七
回
Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
に
お
い
て
、
組
合
員
の
総

意
の
も
と「
持
続
可
能
な
北
海
道
農
業
の
実
現
」と「
次

代
を
担
う
協
同
の
実
践
」
を
決
議
し
ま
し
た
。　

　

時
代
の
変
化
と
と
も
に
農
協
の
組
織
・
事
業
の
在
り

方
に
つ
い
て
も
、
必
要
な
見
直
し
を
行
っ
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
こ
と
は
、「
ひ
と
り
は
万

人
の
た
め
に
、
万
人
は
ひ
と
り
の
た
め
に
」
と
の
協
同

組
合
の
基
本
理
念
を
前
提
に
置
い
た
取
組
み
で
あ
る
こ

と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

　

関
係
者
総
力
の
も
と
で
農
業
環
境
の
改
善
に
向
け
た

努
力
を
傾
注
す
る
と
と
も
に
、
若
手
農
業
者
へ
の
農
協

理
念
の
継
承
、
女
性
農
業
者
の
農
協
事
業
へ
の
参
画
等

を
併
せ
て
行
い
な
が
ら
、
地
域
農
業
・
Ｊ
Ａ
を
担
う
人

材
づ
く
り
を
い
か
に
進
め
て
い
く
か
が
喫
緊
の
最
重
要

課
題
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ａ
の
対
外
的
な
役
割
並
び
に
責
任
が
高

ま
っ
て
い
る
昨
今
に
あ
っ
て
は
、
必
要
な
自
己
改
革
を

進
め
な
が
ら
、
組
合
員
を
は
じ
め
地
域
住
民
・
消
費
者

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
う
る
事
業
展
開
と
Ｊ
Ａ
事
業
へ
の
結

集
に
よ
る
競
争
力
強
化
、
健
全
な
Ｊ
Ａ
経
営
態
勢
の
確

立
、
農
業
・
Ｊ
Ａ
の
理
解
促
進
に
向
け
た
情
報
発
信
等

を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

　
「
農
」
は
国
の
い
し
ず
え
で
あ
り
、
食
は
命
に
直
結

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
長
年
に
わ
た
り
先
代
が
築
き

上
げ
た
本
道
農
業
並
び
に
農
業
協
同
組
合
の
基
盤
を
さ

ら
に
強
固
な
も
の
に
し
、
後
世
に
し
っ
か
り
継
承
す
る

よ
う
共
に
が
ん
ば
ろ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

今
後
と
も
本
道
農
業
並
び
に
Ｊ
Ａ
が
ま
す
ま
す
発
展

す
る
こ
と
を
心
よ
り
祈
念
し
、
農
協
法
公
布
記
念
日
に

あ
た
っ
て
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

農
協
法
公
布
記
念
日
に
あ
た
っ
て

北
海
道
農
業
協
同
組
合
中
央
会

会
　
　
　
長
　
　
飛
　
田
　
稔
　
章
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第39回 北根室地区農村女性講座
　

十
月
二
十
四
日
（
木
）、
中
標
津
町
役
場
に
て
行

わ
れ
た「
第
三
十
九
回
北
根
室
地
区
農
村
女
性
講
座
」

で
は
、
Ｊ
Ａ
標
津
・
Ｊ
Ａ
中
標
津
・
Ｊ
Ａ
計
根
別
か

ら
女
性
部
員
二
十
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
を
「
皆
さ
ん
、
こ
ん
な
時
ど
う
し
て
い
る

の
？
聞
か
せ
て
…
」
と
題
し
、『
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
』

と
い
う
手
法
で
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
悩
み
や

日
頃
思
っ
て
い
る
こ
と
、
気
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
を

参
加
者
で
話
し
合
う
も
の
で
、
仕
事
に
つ
い
て
や
育

児
に
つ
い
て
な
ど
ジ
ャ
ン
ル
に
問
わ
ら
れ
ず
ざ
っ
く

ば
ら
ん
に
話
合
っ
て
い
ま
し
た
。

《
事
務
局　

沼
倉
亜
季
》

Ｊ
Ａ
北
海
道
女
性
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

真
剣
に
説
明
を

聞
い
て
い
ま
す

参
加
し
た
様
子

北
海
道
家
の
光
大
会

　

十
一
月
七
日
、
八
日
に
『
シ
ャ
ト
レ
ー
ゼ
・
ガ
ト
ー
キ

ン
グ
ダ
ム
・
サ
ッ
ポ
ロ
』
で
行
わ
れ
た
Ｊ
Ａ
北
海
道
女
性

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
・
北
海
道
家
の
光
大
会
に
、
根
室
地
区

か
ら
十
八
名
、
計
根
別
か
ら
は
信
夫
扶
美
子
副
部
長
、
田

中
羊
子
理
事
の
二
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

講
演
は
山
崎
洋
子
氏
に
よ
る
「
女
性
が
輝
く
農
業
の
た

め
に
」
と
、
原
田
渉
氏
に
よ
る
「
無
理
な
く
、
美
し
く
、

歩
け
る
！
結
果
に
差
が
つ
く
正
し
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
法
」

の
二
つ
の
講
演
を
聞
か
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
工
夫
展
示
会

に
は
十
月
二
十
五
日
（
金
）
女
性
部
理
事
十
二
名
で
作
成

し
た
家
の
光
記
事
活
用
作
品
の
『
ビ
ー
ズ
の
ブ
ロ
ー
チ
ピ

ン
』『
マ
カ
ロ
ン
ポ
ー
チ
の
コ
イ
ン
ケ
ー
ス
』、
本
別
支
部

か
ら
の
『
エ
ア
ー
パ
ー
ル
の
ネ
ッ
ク
レ
ス
』
の
三
点
を
出

品
し
、参
加
者
か
ら
は「
す
ご
く
可
愛
ら
し
い
で
す
ね
」「
売

り
物
で
は
な
い
の
？
」
な
ど
お
褒
め
の
言
葉
を
沢
山
頂
き

ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
事
務
局　

沼
倉
亜
季
》

作品作りの様子

ＪＡ女性組織綱領斉唱家の光作品
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年部　　　版

平年25年度 根室地区JA青年部大会

　

十
一
月
七
日
（
木
）
に
根
室

地
区
Ｊ
Ａ
青
年
部
大
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

本
大
会
は
講
演
会
に
始
ま
り
、

実
績
発
表
が
行
わ
れ
、
今
回
よ

り
夜
間
に
交
流
会
と
い
う
流
れ

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
会
で
は
、
㈱
ノ
ー
ス
プ

ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン　

代
表
取
締
役

　

近
江
正
隆
氏
に
よ
る
『
教
育
大
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ
事
業
の
振

り
返
り
』
と
題
し
、
五
月
に
実
施
し
た
教
育
大
生
受
入
事
業
に

つ
い
て
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
含
め
て
講
演
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

実
績
発
表
は
今
年
度
、
Ｊ
Ａ
中
春
別
青
年
部
が
発
表
し
ま
し

た
。
Ｊ
Ａ
中
春
別
青
年
部
は
十
二
月
に
開
催
さ
れ
る
全
道
Ｊ
Ａ

青
年
部
大
会
で
発
表
と
な
る
為
、
是
非
最
優
秀
目
指
し
て
ほ
し

い
で
す
。

　

ま
た
、
大
会
の
最
後
に
は
西
田
会
長
よ
り
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
対

す
る
特
別
決
議
（
案
）
が
提
出
さ
れ
、
満
場
一
致
で
決
議
さ
れ

ま
し
た
。

　

夜
間
の
交
流
会
で
は
ア
ー
ム

レ
ス
リ
ン
グ
大
会
が
行
わ
れ
、

当
青
年
部
よ
り
須
藤
君
が
出
場
。

惜
し
く
も
敗
れ
て
し
ま
い
、
全

道
大
会
へ
出
場
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

本
大
会
で
多
く
の
盟
友
と
接

し
、
私
た
ち
の
こ
れ
か
ら
の
活

動
に
向
け
、
良
い
刺
激
に
な
り

ま
し
た
。

《
広
報
部
会　

下
川
原
康
弘
》

講師を務めていただいた近江氏パネラーの大役を務めた佐藤真君

積極的に質問！…？部長イジメ…。青年部はイジメ撲滅を
望みます。イジメ、ダメ、ゼッタイ！

　

十
一
月
九
日　

野
付
湾

流
入
河
川
連
絡
協
議
会
に

よ
る
『
当
幌
川
源
流
に
お

け
る
挿
し
木
』
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
当
青
年
部
も

水
質
保
全
の
推
進
へ
の
協

力
す
る
為
、
部
員
十
六
名
、

合
計
約
八
十
名
が
参
加
し
、

約
二
，
〇
〇
〇
本
を
挿
し

木
し
ま
し
ま
し
た
。

《
事
務
局　

石
川
》

植樹
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平
成
二
十
五
年
十
月
二
十
一
日
か
ら
二
十
五
日

の
期
間
、
計
根
別
農
協
管
内
に
て
体
格
審
査
（
後

期
Ａ
日
程　

審
査
員　

渡
辺　

幸
一
氏
）
が
行
わ

れ
、
牛
群
受
験
並
び
に
体
型
調
査
併
せ
て
三
九
七

頭
が
審
査
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
新
規
エ
ク
セ
レ

ン
ト
級
を
ヒ
ル
タ
ビ
ユ
ー　

タ
イ
ロ
ー　

キ
テ
イ

号
（
蛭
田　

健
太
郎
さ
ん
所
有
）
が
獲
得
し
ま
し

た
。
そ
の
他
に
、
多
く
の
ベ
リ
ー
グ
ッ
ト
級
獲
得

牛
が
輩
出
さ
れ
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
致
し
ま
す
。

　

ま
た
お
忙
し
い
中
、
後
代
検
定
事
業
へ
の
ご
理

解
お
よ
び
ご
協
力
を
頂
い
た
皆
様
に
こ
の
場
を
か

り
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
販
売
部
酪
農
課　

小
林
）

平成２5年度 牛群審査（１０月）の結果

主 な 成 績

【別海町】

（蛭田健太郎　牧場）
ヒルタビユー　アールチエ　ハツピイ　０７-０２　【ＳＩＲＥ　ＪＰ４Ｈ５２３５３】　８９点
ヒルタビユー　ジエニフアー　ポドンク　ＥＴ　０６-０７　【ＳＩＲＥ　ＪＰ３Ｈ５１８５３】　８７点
ヒルタビユー　タイロー　キテイ　０６-０６　【ＳＩＲＥ　２９Ｈ９０２３】　    ９０点
ヒルタビユー　ストーン　フロント　キヤスター　０５-０２　【ＳＩＲＥ　２００Ｈ４７７９】　８５点
ヒルタビユー　アオイ　エレガンチツク　ＥＴ　０４-０９　【ＳＩＲＥ　２００Ｈ４１４４】　８９点
ヒルタビユー　ポドンク　マーシー　０４-０２　【ＳＩＲＥ　ＪＰ５Ｈ５３２４１】　８６点
ヒルタビユー　アツプル　アレン　０３-０８　【ＳＩＲＥ　７Ｈ８２２１】　     ８５点

（宍戸　浩一　牧場）
プラムツリー　バツクナード　モーテイー　アイ　０５-０１　【ＳＩＲＥ　２００Ｈ４７７９】　８７点
プラムツリー　アライアンス　ヴエヌス　０４-１１　【ＳＩＲＥ　ＪＰ３Ｈ５２５９６】　　８５点
プラムツリー　ルンド　オブ　メルテイー　ＥＴ　０４-０９　【ＳＩＲＥ　７２Ｈ１７５８】　８５点
プラムツリー　ＮＤ　ジーナス　アツキ　０４-０３　【ＳＩＲＥ　７Ｈ６７８２】　８５点
プラムツリー　レツクス　ダンデイズム　０３-０６　【ＳＩＲＥ　９４Ｈ１０２７６】　８７点

（有限会社　ハイエストファーム　牧場）
ＨＥＦ　エブリン　カツト　エバー　０５-１０　【ＳＩＲＥ　２００Ｈ３２８０】　 ８５点
ＨＥＦ　スターライト　ボリヴ　アリア　０４-０５　【ＳＩＲＥ　２９Ｈ１０１２４】　８５点
ＨＥＦ　ネルシー　ボリビアン　カリブ　０４-０４　【ＳＩＲＥ　２９Ｈ１０１２４】　８５点
ＨＥＦ　スウイーテイー　プロンテイア　ラデイカル　０４-０１　【ＳＩＲＥ　７Ｈ８１７５】　８５点
ＨＥＦ　ヒンペル　オール　ブラツク　ブルーノート　０４-００　【ＳＩＲＥ　ＪＰ５Ｈ５２８５０】　８５点
ＨＥＦ　ウイスマーテイ　バレツト　ワーグナー　０３-１０　【ＳＩＲＥ　ＪＰ３Ｈ５１８５３】　８５点
ＨＥＦ　プリリー　デイーラン　ブラス　０３-０５　【ＳＩＲＥ　ＪＰ３Ｈ５２８４４】　８５点
ＨＥＦ　テイーエス　レリー　デザイア　０２-０９　【ＳＩＲＥ　９４Ｈ１０２７６】　８３点

【中標津町】

（株式会社　ケネカランド　牧場）
ケネカランド　ジヨイフル　ビツク　マンセル　０４-０３　【ＳＩＲＥ　ＪＰ５Ｈ５３２４１】　８６点

（有限会社　影山ファーム　牧場）
プラチナワールド　バレード　ルフイア　０４-０９　【ＳＩＲＥ　ＪＰ３Ｈ５１８５３】　８６点
プラチナワールド　レデイ　クラシカル　フタゴ　０４-０７　【ＳＩＲＥ　２９Ｈ１０１２４】　８５点
プラチナワールド　レデイ　テクニカル　フタゴ　０４-０７　【ＳＩＲＥ　２９Ｈ１０１２４】　８５点
プラチナワールド　シヤツトル　ＴＲＴ　メルテイー　０３-０９　【ＳＩＲＥ　２９Ｈ１１７５３】　８５点
プラチナワールド　ジエスロ　アツパー　０３-０５　【ＳＩＲＥ　ＪＰ３Ｈ５３０１０】　８５点

（田中　洋希　牧場）
ロツキー　プリンセス　アドベント　０５-０６　【ＳＩＲＥ　７Ｈ７８７２】　　 ８７点
ロツキー　ハツピー　ウイスコンシン　ＲＥＤ　０４-０１　【ＳＩＲＥ　２９Ｈ８５６】　８６点
ロツキー　アレン　ラウンド　エース　０４-００　【ＳＩＲＥ　ＪＰ３Ｈ５３０１０】　８５点
ロツキー　フイールデイング　マセラテイ　０３-１１　【ＳＩＲＥ　ＪＰ５Ｈ５３２４１】　８７点
ロツキー　エル　ジユネーブ　０３-０４　【ＳＩＲＥ　２９Ｈ１１９４３】　　　 ８５点

（後藤　　順　牧場）
エネビー　スリーピー　ステイツク　ホワイト　０７-０８　【ＳＩＲＥ　２００Ｈ４１４４】　８７点
ジーブランド　カサイ　Ｂ　アナスイ　０４-０３　【ＳＩＲＥ　２９Ｈ１０１２４】　８５点
ジーブランド　ミステイ　クロツシユ　マセラテイ　０４-０３　【ＳＩＲＥ　ＪＰ５Ｈ５３２４１】　８５点
ジーブランド　ゴールド　フエスター　ＥＴ　０３-０７　【ＳＩＲＥ　２００Ｈ３２０５】　８６点

（須崎　　智　牧場）
ＳＳＦ　ジヨーダン　ベイビツト　０５-１０　【ＳＩＲＥ　２９Ｈ９０２３】　　　８７点
ＳＳＦ　シルキー　フオーメーシヨン　０５-０８　【ＳＩＲＥ　７１Ｈ１４６８】　 ８８点
ＳＳＦ　アドベント　ミスチール　０５-０５　【ＳＩＲＥ　７Ｈ７８７２】　　　　８７点
マーシユ　マサダ　リートン　０５-０４　【ＳＩＲＥ　ＨＧ９７４２３７】　　　 ８６点
スターフイールド　ヒンペル　デニセス　メイ　０５-０２　【ＳＩＲＥ　９４Ｈ１０２７６】　８５点
ＳＳＦ　カツト　セフイーヌ　０４-０６　【ＳＩＲＥ　２００Ｈ３２８０】　　　　 ８６点
ＳＳＦ　ＳＤ　ザンドラ　アツプ　０４-０３　【ＳＩＲＥ　ＪＰ３Ｈ５３０１０】　　８６点
ＳＳＦ　ギブソン　サンダー　０３-０４　【ＳＩＲＥ　７Ｈ８２２１】　　　　　８５点
ＳＳＦ　ＢＹ　モニユメント　フロステイー　ＥＴ　０３-０３　【ＳＩＲＥ　１４Ｈ４７８４】　８５点

（滝本　和男　牧場）
ベルヤング　エアロ　フアイアボルト　ＥＴ　０６-０１　【ＳＩＲＥ　２９Ｈ１１１１１】　８７点
ベルヤング　カツト　ベル　０５-１０　【ＳＩＲＥ　２００Ｈ３２８０】　　　　８７点
ＢＹ　エアロ　ベリーズ　アレン　ＥＴ　０５-０３　【ＳＩＲＥ　３９Ｈ７５０】　８５点
ベルヤング　トイストーリー　パーシユース　０４-０８　【ＳＩＲＥ　１Ｈ７２３５】　８６点

（波田野　満　牧場）
アポロン　ボリヴァー　セイバー　０５-０３　【ＳＩＲＥ　２９Ｈ１０１２４】　 ８６点

（永利　嘉成　牧場）
ブルームーン　スカーレツト　アドベント　０４-０８　【ＳＩＲＥ　７Ｈ７８７２】　８６点
ブルームーン　モデルリズ　ソシアル　ＥＴ　０４-０６　【ＳＩＲＥ　７Ｈ７７１２】　８５点
ブルームーン　マーシユ　ダンデイ　０３-０５　【ＳＩＲＥ　ＪＰ３Ｈ５２６０３】　８６点
マーシユ　マサダ　リートン　０５-０４　【ＳＩＲＥ　ＨＧ９７４２３７】　　　 ８６点
スターフイールド　ヒンペル　デニセス　メイ　０５-０２　【ＳＩＲＥ　９４Ｈ１０２７６】　８５点

計根別和牛生産振興会

白黒通信

審
査
員

渡
辺　

幸
一
氏

審
査
風
景
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計根別農協乳牛改良連合会 講習会
　

十
一
月
十
一
日
（
月
）、
計
根

別
農
協
に
て
種
雄
牛
の
講
習
会
を

開
催
し
、
多
く
の
会
員
が
出
席
し

ま
し
た
。

　

今
回
の
講
習
内
容
は
、
酪
農
課

　

森
脇　

拓
也
さ
ん
が
講
師
と
し

て
平
成
二
十
五
年
度　

計
根
別
農

協　

後
期
選
定
種
雄
牛
に
つ
い
て

紹
介
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

初
め
に
選
定
種
雄
牛
は
、
近
交

係
数
の
上
昇
の
抑
制
と
長
命
連
産

性
・
乳
用
強
健
性
・
生
産
生
涯
性

の
三
つ
を
兼
ね
添
え
た
乳
牛
改
良

を
目
指
す
こ
と
を
目
的
に
決
定
さ

れ
て
ま
す
。
改
良
成
果
と
し
て
、
二
〇
〇
〇
～
二
〇
一
〇
年
度
か
ら
の
根
室
管

内
の
育
種
価
の
推
移
を
、
乳
量
、
乳
成
分
、
乳
器
、
肢
蹄
、
決
定
得
点
毎
に
説

明
し
て
く
れ
ま
し
た
。
次
に
後
期
選
定
種
雄
牛
を
価
格
順
に
体
型
、
能
力
お
よ

び
各
成
績
の
特
徴
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
な
ど
が
紹
介
さ
れ
、
会
員
は
自
分
達
の
牛
群

で
精
液
が
ど
の
よ
う
に
使
用
さ
れ
、
今
後

ど
の
よ
う
な
交
配
が
望
ま
し
い
か
を
熟
考

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
質
疑
応
答
に

て
、
今
後
の
ゲ
ノ
ム
サ
イ
ア
ー
へ
の
対
応

や
乳
成
分
量
お
よ
び
率
へ
の
改
良
要
望
の

有
無
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
、
今
後
の
種
雄
牛

選
定
へ
の
参
考
に
な
り
そ
う
で
す
。

　

今
回
の
講
習
を
通
じ
て
、
会
員
が
現
在

の
牛
群
と
精
液
の
関
わ
り
に
興
味
を
持
ち
、

今
後
の
改
良
に
積
極
的
に
取
り
組
み
経
営

に
活
か
し
て
い
っ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま

す
。　
　
　
　
　
　
《
酪
農
課　

小
林
係
》 講習風景

講
師　

森
脇　

拓
也
氏

別海町家畜排せつ物調査
　

別
海
町
で
は
一
昨
年
前
の
家
畜
排
せ
つ
物
の
河
川
流

出
事
故
よ
り
家
畜
排
せ
つ
物
管
理
適
正
化
指
導
チ
ー
ム

に
よ
る
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
お
り
、
積
雪
期
に

お
け
る
家
畜
排
せ
つ
物
の
散
布
等
の
指
導
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

　

今
回
に
つ
い
て
は
、
家
畜
排
せ
つ
物
及
び
雑
排
水
が

き
ち
ん
と
処
理
さ
れ
て
い
る
か
を
根
室
振
興
局
、
別
海

町
、
普
及
セ
ン
タ
ー
、
Ｊ
Ａ
が
各
牧
場
を
巡
回
し
聴
き

取
り
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

計根別和牛生産振興会

白黒通信

各
二
名
、
六
班
体
制
で

調
査
実
施

「たい肥は今月末までに
　散布して下さい!!」
「はい、わかりました」
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計根別 新そば祭り
　

計
根
別
芸
術
文
化
祭
実
行
委
員
会
及
び
中
標
津
町
文
化

ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
の
主
催
に
よ
る
計
根
別
新
そ
ば
祭
り

が
十
一
月
四
日
（
月
）
に
中
標
津
町
交
流
セ
ン
タ
ー
（
計

根
別
）
に
て
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
秋
晴
れ
で
暖
か
く

沢
山
の
そ
ば
フ
ァ
ン
が
訪
れ
、
打
ち
立
て
の
そ
ば
を
堪
能

し
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
中
標
津
手
打
ち
そ
ば
同
好
会
の
方
々
が
そ
ば

打
ち
の
実
演
、
計
根
別
同
志
会
を
は
じ
め
地
元
の
方
々
の

協
力
に
よ
り
『
ざ
る
・
か
け
・
田
舎
そ
ば
』
を
そ
れ
ぞ
れ

格
安
で
販
売
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、Ｊ
Ａ
計
根
別
女
性
部
で
は
そ
ば
粉
を
使
っ
た『
ミ

ル
ク
レ
ー
プ
』
を
試
食
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
更
に
、
中

標
津
農
業
高
校
で
は
生
徒
た
ち
が
育
て
た『
シ
ク
ラ
メ
ン
』

や
『
長
ネ
ギ
や
カ
ボ
チ
ャ
』
な
ど
沢
山
の
野
菜
を
販
売
し
、

沢
山
の
方
々
が
買
い
求
め
て
い
ま
し
た
。

「
師
匠
、
上
手
く
な
っ
た
で
し
ょ
う
！
」

田
舎
そ
ば
担
当
の
佐
藤
３
段相澤ファミリー

第８回

「
ま
だ
ま
だ
修
行
が
足
り
ん
ぞ
…
!!
」

「お父さんのザルそば美味しそう」

「
昔
の
人
は
こ
う
や
っ
て

　

そ
ば
を
引
い
て
い
た
の
よ
」

Ｊ
Ａ
計
根
別
女
性
部

そ
ば
粉
を
使
っ
た

『
ミ
ル
ク
ク
レ
ー
プ
』
を
試
作

“
農
高
生
”　
　
　
　
　
　
　
　
　

『
花
』
を
売
っ
て
い
る
が
男
子
生
徒

ば
か
り
で
『
華
』
が
い
な
い
？
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12月2日㈪は個人事業税・第２期分の納期限です。

納税通知書が届いた方は、忘れずに納期限までに納めましょう。
なお、納税には便利で確実な口座振替がおすすめです。
詳しくは、根室振興局税務課までお問い合わせ下さい。
　お問い合わせ先　根室振興局税務課　〒087−8588　根室市常盤町３丁目28番地
　　　　　　　　　課税に関すること（課税係）０１５３−２４−５４７９
　　　　　　　　　納税に関すること（納税係）０１５３−２４−５４６６

年金友の会 秋季旅行
　

十
月
二
十
一
日

～
二
十
三
日
に
か

け
て
温
根
湯
方
面

で
秋
季
旅
行
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
参
加
人

数
三
十
人
と
例
年

よ
り
も
多
く
の
会

員
に
参
加
を
頂
き
、

と
て
も
に
ぎ
や
か

な
旅
行
と
な
り
ま

し
た
。

　

初
日
は
層
雲
峡
へ
行
き
、
黒
岳
の
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
、

銀
河
・
流
星
の
滝
等
を
観
光
し
ま
し
た
。

　

前
日
か
ら
の
雨
で
紅
葉
は
あ
ま
り
見
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
当
日
は
小
雨
の
お
か
げ
で
雄
大
な
大
雪

山
の
中
に
大
き
な
虹
が
か
か
り
、
普
段
あ
ま
り
見
ら

れ
な
い
景
色
を
堪
能
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
山
の
水
族
館
、
北
見
ハ
ッ
カ
記
念
館
、

北
見
菊
祭
り
を
観
光
し
、
ぶ
ど
う
狩
り
も
行
い
ま
し

た
。

　

山
の
水
族
館
で
は
幻
の
魚
イ
ト
ウ
を
は
じ
め
世
界

中
の
珍
し
い
淡
水
魚
が
展
示
さ
れ
て
い
た
り
、
滝
つ

ぼ
を
見
上
げ
る
水
槽
や
魚
が
上
流
に
向
か
い
ジ
ャ
ン

プ
す
る
水
槽
等
珍
し
い
展
示
方
法
も
観
る
事
が
で
き

ま
し
た
。

　

ぶ
ど
う
狩
り
で
は
、
か
な
り
坂
道
の
あ
る
農
園
だ

っ
た
の
で
心
配
し
ま
し
た
が
、
事
務
局
の
心
配
を
よ

そ
に
皆
元
気
に
坂
を
登
っ
て
い
き
、
ぶ
ど
う
の
収
穫

を
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
で
し
た
。
戻
っ
て
き
た
時
に

は
袋
一
杯
に
お
土
産
の
ぶ
ど
う
を
持
っ
て
帰
っ
て
き

ま
し
た
。
中
に
は
六
㎏
も
持
っ
て
く
る
人
も
!!

　

そ
の
後
も
、
北
見
ハ
ッ
カ
記
念
館
や
北
見
菊
祭
り

を
見
て
回
り
ホ
テ
ル
に
戻
り
ま
し
た
が
、
い
つ
も
に

ぎ
や
か
な
バ
ス
の
中
も
こ
の
日
は
さ
す
が
に
疲
れ
た

様
で
静
ま
り
返
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
旅
行
行
程
は
少
し
ハ
ー
ド
だ
っ
た
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
皆
さ
ん
楽
し
ん
だ
様
子
で
帰
宅
さ
れ

て
い
た
の
で
、
有
意
義
な
旅
行
に
な
っ
た
と
思
い
ま

す
。

　

参
加
さ
れ
た
会
員
の
皆
さ
ん
三
日
間
お
疲
れ
様
で

し
た
。　
　
　
　
　
　
　
《
金
融
課　

渡
辺
お
り
絵
》

温
根
湯
の
山
の
水
族
館
で
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J A け ね べ つ 金 融 課
☎0153−78−2111
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生 乳 販 売 情 報

市 場 情 報

平成25年度10月末　管内農協生乳受託実績表　（㎏）

農　　協　　名
月　　　　　計 累　　　　　計

搾乳戸数
乳　　　量 前年比 乳　　　量 前年比

Ｊ Ａ 標 津 町 8,059,142 98.7 68,005,887 98.7 142　　　　
Ｊ Ａ 中 標 津 町 10,360,860 99.0 75,134,048 98.0 180　　　　
Ｊ Ａ 計 根 別 6,948,680 94.7 49,994,006 96.5 152　　　　
Ｊ Ａ 中 春 別 9,464,650 97.4 58,352,500 97.2 173(-1)

道
東
あ
さ
ひ

西 春 別 支 所 7,868,389 96.3 56,923,257 97.7 162　　　　
上 春 別 支 所 5,166,992 96.5 37,413,309 97.6 80(-1)
別 海 本 所 13,422,982 96.6 99,265,838 98.0 263(-1)
根 室 支 所 4,007,678 95.8 28,985,474 96.9 91　　　　

小　　　　計 30,466,041 96.4 222,587,878 97.7 598　　　　
合　　　　　計 65,299,373 97.0 408,774,946 97.7 1,243(-3)

ホクレン根室家畜市場 一般市場　11月6日開催分　 税込み
畜　　　　種 出場 成立 最　高 最　低 平　均 先月との差

初生・ホル 　 オス 194 193 75,600 105 39,667 8,591
初生・ホル　ﾌﾘｰﾏﾁﾝ 14 10 11,550 105 2,447 1,741
初生・ホル 　 メス 35 35 185,850 38,850 121,380 -3,780
初 生・F 1 　 オス 109 108 236,250 16,800 174,922 103
初 生・F 1 　 メス 98 97 169,050 52,500 134,822 4,820
初生・和牛　オス 24 24 413,700 246,750 341,513 -11,353
初生・和牛　メス 12 12 381,150 200,550 285,775 14,350
初生・肉専用種　オス 1 1 4,200 4,200 4,200 -92,050
初生・肉専用種　オス
初生・その他　オス
乳牛・ホル　育成 56 54 333,900 89,250 238,972 -7,071
乳牛・ホル　初妊 33 32 531,300 319,200 432,141 69,173
乳牛・ホ無　初妊牛 1 1 491,400 491,400 491,400 176,400
乳牛・ホル　経産 7 7 402,150 120,750 271,800 51,623
乳牛・ホ無　経産
肉素・乳用交雑（F1）メス 1 1 258,300 258,300 258,300 71,400
肉素・乳用交雑（F1）オス
肉素・ホル中ﾄｸ　メス 2 2 15,750 8,400 12,075 8,925
肉素・ホル中ﾄｸ　ﾇｷ 5 5 79,800 43,050 54,180 30,817
肉素・ホル中ﾄｸ　オス 2 2 34,650 6,300 20,475 19,425
肉素・ホル12ヶ月以上メス 18 18 182,700 43,050 137,958 -15,492
肉素・黒毛和種メス 1 1 352,800 352,800 352,800 74,550
肉素・黒毛和種ﾇｷ 1 0 0 0 0
廃用・乳用交雑種
廃 用・ ホ ル 167 167 210,000 10,500 100,253 8,176
廃 用・肉 専 用 種 1 1 245,700 245,700 245,700 -21,000
廃 用 ・ そ の 他 2 2 77,700 52,500 65,100 -8,927

ホクレン根室家畜市場 乳牛市場（セール）　10月24日開催分  税込み
畜　　　　種 出場 成立 最　高 最　低 平　均 先月との差

乳牛・ホル　初妊 255 237 635,250 283,500 513,565 16,177
乳牛・ホル 初妊ET 17 9 680,400 582,750 621,600 23,450
乳牛・ホ無　初妊 5 5 547,050 369,600 497,070 71,820
乳牛・ホル 経産牛
そ の 他 の 乳 用 種

合　　　　計 277 251 680,400 283,500 517,110 13,148

計根別農協（ホクチクファーム） 初生トク　㌔単価　11月22日現在 1,000円

ホクレン十勝地区家畜市場（音更町）
肉牛（和牛）市場　10月18日開催分　　　　　税込み

畜　　　　種 出場 成立 最　高 最　低 平　均 先月との差
肉牛・黒毛　メス 601 578 586,950 87,150 450,121 1,740
肉牛・黒毛　メス　ＥＴ 187 170 672,000 258,300 506,792 16,112
肉牛・黒毛　メス計 788 748 672,000 87,150 463,001 5,920
肉牛・黒毛　オス
肉牛・黒毛　去勢 761 718 730,800 291,900 535,711 3,068
肉牛・黒毛　去勢　ＥＴ 169 157 698,250 290,850 563,168 7,914
肉牛・黒毛　去勢計 930 875 730,800 290,850 540,637 3,246
繁 殖 ・ 黒 毛 35 34 600,600 183,750 424,694 -29,647
廃 用 ・ 黒 毛 52 52 422,100 24,150 269,931 -2,556
廃 用 ・ 褐 毛 4 4 297,150 159,600 238,875
廃 用 肉 専 用 種 3 3 414,750 182,700 269,850

　　　　　11月１日現在
乳　　用　　種（区分） 頭   数 先月との差

未 経 産 1 2 ヶ 月 未 満 3,595 28
未 経 産 1 2 ヶ 月 以 上 4,207 − 67
そ の 他 の 未 経 産 29 1

計 7,831 − 35
経 産 牛 （ ホ ル ） 10,652 − 124
そ の 他 の 経 産 牛 25 1

計 10,677 − 126
合　　　　　　　計 18,508 − 161

肉　　用　　種（区分） 頭   数 先月との差
黒 毛 和 種 　 メ ス 617 17
黒 毛 和 種 　 オ ス 97 2

計 714 19
F １（ 交 雑 種 ）　 メ ス 53 − 11
F １（ 交 雑 種 ）　 オ ス 51 3

計 104 -8
合　　　　　　　計 818 − 19
総　　　合　　　計 19,326 − 180

計根別農協乳牛頭数・肉用牛頭数
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４
．
滑
り
止
め
資
材
の
利
用

　

多
く
の
場
合
、
転
倒
や
滑
走
は
、

特
定
の
場
所
で
発
生
し
ま
す
。
牛
を

追
う
前
に
、
あ
ら
か
じ
め
石
灰
資
材

や
目
の
細
か
い
焼
き
砂
、
お
が
粉
な

ど
を
散
布
し
ま
す
。
散
布
面
積
が
広

い
場
合
に
は
、
手
動
式
の
散
粒
機
が

あ
る
と
便
利
で
す
。

５
．
ホ
ブ
ル
の
利
用

　

分
娩
後
、
起
立
が
不
安
定
な
場
合

は
、
ホ
ブ
ル
（
足
架
（
そ
っ
か
）・

写
真
６
）
を
装
着
し
、い
わ
ゆ
る
〝
股

開
き
〟
や
転
倒
を
防
ぎ
ま
す
。

　

冬
期
間
の
肢
蹄
ト
ラ
ブ
ル
は
廃
用

に
つ
な
が
り
易
く
、
経
済
的
な
ダ

メ
ー
ジ
も
大
き
く
な
り
ま
す
。
日
頃

か
ら
牛
を
追
う
と
き
は
決
し
て
走
ら

せ
な
い
配
慮
も
必
要
で
す
。

　

で
き
る
こ
と
か
ら
対
策
を
行
い
、

不
本
意
な
淘
汰
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　

床
面
が
凍
結
し
始
め
る
と
、
牛
の

転
倒
や
滑
走
に
よ
る
肢
蹄
ト
ラ
ブ
ル

が
発
生
し
易
く
な
り
ま
す
。
乳
牛
の

不
本
意
な
淘
汰
を
防
ぐ
た
め
に
も
、

滑
り
止
め
の
対
策
を
今
で
き
る
こ
と

か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

１
．
凍
結
前
に
削
蹄

　

冬
期
に
転
倒
や
滑
走
事
故
が
多
い

牧
場
で
は
、
床
面
の
凍
結
前
に
削
蹄

を
終
わ
ら
せ
ま
す
。
目
的
は
、
蹄
形

と
負
重
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
、
歩
き
易

く
す
る
こ
と
で
す
。　

　

削
蹄
を
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
確
実
に

実
施
す
る
た
め
、
次
回
の
削
蹄
予
約

を
早
め
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
土
の
上
を
踏
ま
せ
る
こ
と

が
で
き
な
い
牛
舎
構
造
で
は
、
年
に

2.5
～
３
回
の
削
蹄
が
必
要
で
す
。
毎

月
削
蹄
で
き
る
場
合
は
、
削
蹄
対
象

牛
を
乾
乳
期
に
入
る
直
前
と
分
娩
後

３
～
４
か
月
に
し
ま
す
。
初
妊
牛
も

分
娩
１
～
２
か
月
前
に
は
削
蹄
を
終

え
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

 

２
．
溝
切
り
を
追
加
施
工

　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
床
で
滑
り
易
い
箇

所
は
、
溝
を
追
加
施
工
で
き
ま
す
。

　

特
に
、
牛
が
混
み
合
う
パ
ー
ラ
ー

出
入
り
口
と
、
横
断
通
路
周
辺
へ
の

施
工
は
効
果
的
で
す
。

　

ま
た
、
溝
の
間
隔
が
広
い
場
合
や
、

溝
が
浅
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
に

も
有
効
で
す
。
施
工
は
ロ
ー
プ
な
ど

で
作
業
エ
リ
ア
を
区
切
っ
て
か
ら
、

部
分
的
に
行
い
ま
す
（
写
真
２
・
３
）。

　

写
真
２
の
施
工
時
間
は
、
120
頭

の
フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル
牛
舎
全
面
で

約
2.5
日
。
コ
ス
ト
は
平
米
あ
た
り
約

３
，
０
０
０
円
で
す
。

３
．
水
場
周
辺
の
凍
結
対
策

　

屋
内
で
水
槽
周
辺
が
凍
結
し
や
す

い
場
合
は
、
牛
が
踏
み
つ
け
る
こ
と

で
薄
氷
が
割
れ
る
タ
イ
プ
の
マ
ッ
ト

を
設
置
（
写
真
４
）
す
る
か
、
ヒ
ー

タ
ー
を
吊
る
し
て
凍
結
を
防
止
す
る

方
法
（
写
真
５
）
が
あ
り
ま
す
。
新

築
な
ら
ば
、
水
槽
周
辺
へ
の
床
暖
施

工
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

屋
外
で
、
水
が
溜
ま
り
や
す
い
箇

所
が
あ
る
場
合
は
、
凍
結
前
に
排
水

対
策
を
行
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

普及センター通信普及センター通信

根室農業改良普及センター

北根室支所

272-2163
普及センター通信普及センター通信

根室農業改良普及センター

北根室支所

272-2163

普及センター通信普及センター通信

根室農業改良普及センター

北根室支所

272-2163

冬の肢蹄トラブルを防ぐ

写真４
牛が踏みつければ薄氷が
割れるタイプのマットを設
置している事例

写真６　ホブル（足架）を装着した様子

写真１　凍結前に削蹄を終わらせる

写真２　 既存のダイヤモンド目地に専用機
でストレート目地を施工する様子

写真３　右写真の施工後の状況

写真５
ヒーターを吊るして水槽周
辺の凍結を防止している
事例
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Ｃ

Ｂ

A

Ｄ

Ｅ

Ｆ

8

Ｇ

H

1 2 3 4

5 6

7 8 9

10

11 12 13 14

1615

17 18

１　早春を告げる、○○のと

う

２　○○へならえ、と号令

５　求職活動に何枚も書く

７　この春は○○○の飛散が

多いとか

９　必ず貫徹させたいもの

10　隣の○○○はよくカキ食

う○○○だ

11　望みが満ち足りて不平の

ない状態

13　どうぞお楽に、○○を崩

してください

15　寝床は狭くて細長いとい

われる魚

17　春の田んぼに咲くのも陶

製のサジもこれ

18　プレゼントの箱を結びま

す

¡正解者５名の方にすてきなプレゼントを
　さしあげます。なお、正解者多数の場合
　は抽選とさせていただきます。
《応募方法》左下の点線の部分を事務所内
（販売機横）の投書箱へ。または、組織
広報係までＦＡＸ（78-2556）お願いし
ます。
《締め切り》平成25年12月15日まで
　当選者の発表は「けねべつ」12月号誌上

クロスワードパズル

クロスワードパズル
住　所

ご意見をお寄せ下さい。（季節の便りなど何でもけっこうです）

氏　名

ＴＥＬ

答え

きりとり線

き
り
と
り
線

きりとり線

き
り
と
り
線

A B C D E Ｆ ＨＧ

１　火山が○○○したみたい

に真っ赤になって怒ってる

２　めったにない、○○なこと

３　算木や筮竹（ぜいちく）

を使って占う人

４　古くから「てにをは」と

呼ばれています

５　りりしく、○○とした態

度

６　生計費に占める○○○○

の割合がエンゲル係数

８　一心○○○、集中して物

事に取り組みます

10　春菊の別の呼び名

11　「急がば○○○」といい

ますよ

12　細工物や印材に珍重する

ゾウの門歯

14　九州南西部で栽培するブ

ンタンは○○○の一品種

16　○○と人情の板挟み

抽選の結果下記の方が当選いたしました。
プレゼントを組織広報係でお受け取り下さい。

クロスワードパズル
10月号の答え モミジガリ

【タテのカギ】 【ヨコのカギ】

お
わ
び
（
訂
正
）

　

日
頃
よ
り
広
報
け
ね
べ
つ
を
ご
愛
読
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
広
報
け
ね
べ
つ
十
月
号
に
二
点
ほ
ど
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
訂
正

致
し
ま
す
。

　

先
ず
は
、
表
紙
の
第
三
十
六
回
Ｊ
Ａ
計
根
別
Ｂ
＆
Ｗ
シ
ョ
ウ
の
同
志
会
団
体

優
勝　

本
別
酪
農
同
志
会　

６
連
覇
!!
と
掲
載
し
ま
し
た
が
『
７
連
覇
』
の
間

違
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、
裏
表
紙
の
写
真
左
上
の
コ
メ
ン
ト
で
７
部　

サ
ン
ハ
イ　

ア
イ
デ
ア

ル　

ス
ウ
イ
ー
ト　

モ
ー
ル　

出
品
者　

㈲
サ
ン
ハ
イ
フ
ァ
ー
ム　

３
等
２
席

と
掲
載
し
ま
し
た
が
『
１
等
２
席
』
の
間
違
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。
謹
ん
で
お
詫

び
致
し
ま
す
。

　

今
後
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ
う
に
確
認
作
業
を
綿
密
に
行
い
ま
す
の

で
、
今
後
と
も
相
変
わ
ら
ず
の
ご
愛
読
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

宍戸　桃花さん　中田　敬子さん　本田　文子さん
大沢のり子さん　ジャン・ロイ原田さん（初めての冬です!!）
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映画『トップをねらえ！』撮影風景

準主役の小林君？？
名演技 審査員役の二瓶さん

主役の宇野正平さん出演タレント

株田莉和ちゃん女優デビュー右側：笠木監督

地元アイドルユニット『別海ミルクガール』
Ｊ
Ａ
女
性
部
が

炊
き
出
し
で
協
力

撮影終了　集合写真

中山きんに君

実
行
委
員
長
の

久
保
で
す
!!


